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ご 

み 
ゼ
ロ

�
�
�
�
�
�

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
人

●
募
集
内
容　

①
わ
が
家
の
ご
み

減
量
ア
イ
デ
ア
部
門　

②
ま
ち
の

ご
み
減
量
ア
イ
デ
ア
部
門

●
応
募
締
め
切
り　

９
月　

日�
３０

（
当
日
消
印
有
効
）

●
審
査　

市
が
委
嘱
し
た
委
員
会

に
お
い
て
審
査
し
ま
す

●
表
彰
な
ど　

各
部
門
ご
と
に

最
優
秀
賞�

１
点
、
３
万
円
商
品
券

優
秀
賞 �
３
点
、
１
万
円
商
品
券

入
賞�

　

点
、
１
０
０
０
円
商
品
券

１０

※
副
賞
と
し
て
各
賞
に
デ
ン
パ
ー

ク
ペ
ア
入
園
券
。

●
発
表
・
表
彰
式　
　

月
を
予
定

１１

●
応
募
方
法　

９
月　

日�
ま
で

３０

に
応
募
用
紙
に
ア
イ
デ
ア
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

持
参 �

市
役
所
本
庁
舎
・
北
庁
舎

1
階
ロ
ビ
ー
応
募
箱
へ
。
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）�

〒　

－

１
１

４４４

５
５
安
城
市
堀
内
町
西
新
田
２
、

�

�

〈　

〉１
３
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

７７

�
ka
n
kyo
-h
o
ze
n
＠
c
ity.a

n
j

o
.a
ic
h
i.jp

で
清
掃
事
業
所
内
環

境
保
全
課
へ

※
用
紙
は
、
市
役
所
、
各
支
所
、

出
張
所
、
各
公
民
館
で
入
手
す
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
コ
ピ
ー
可
）

●
そ
の
他

�
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
の
応

募
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

�
ひ
と
り
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

�
応
募
用
紙
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん

�
入
賞
作
品
の
著
作
権
な
ど
一
切

の
権
利
は
市
に
所
属
す
る
も
の

と
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
環
境
保
全
課

（
清
掃
事
業
所
内
）／

�
〈　

〉３
０
５
３

７６

レ
ッ
ツ 
５  
３  
０ 
！

ご 

み 

ゼ
ロ

　

ご
み
減
量
ア
イ
デ
ア
大
募
集

土
曜
開
庁
を

　

お
休
み
し
ま
す
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■
休
日
コ
ー
ナ
ー

●
内
容　

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍

謄
本
・
抄
本
、
年
金（
現
況
）証
明
、

所
得（
課
税
）証
明
、
納
税
証
明
の

交
付
申
請

※
後
日
、
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

●
と
き　

土
・

日
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午

後
５
時
（
休

館
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ

ー
、
桜
井
・

北
部
・
南
部

公
民
館
の
休
日
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
▼

市
民
課
・
市
税
課
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●
と
こ
ろ　

歴
史
博
物
館
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
安
祥
公
民
館
お
よ
び
安
祥

城
址
公
園

●
各
施
設
の
催
し
／
と
き

○
歴
史
博
物
館

�
企
画
展
「
三
河
地
震－

直
下
型

地
震
の
恐
怖－

」
／
９
月　

日
１６

�
〜　

月　

日�

１１

１２

�
歴
博
講
座
「
海
軍
明
治
基
地
の

三
河
地
震
時
に
お
け
る
救
護
復

旧
活
動
」
／
９
月　

日�
３０

�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
／　

月
１
日�

１０

�
市
史
講
演
会
「
渡
来
人
・
渡
来

　

文
化
」
／　

月
１
日�

１０

○
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�
美
術
展
示
／
９
月　

日�
〜　

２０

１０

月
1
日�

�
歴
史
研
究
作
品
展
示
／
９
月　
２９

日�
〜　

月
１
日�

１０

�
企
画
展
「
あ
ん
じ
ょ
う
発
掘
の

歩
み
」
／
９
月　

日�
〜　

月
1
日�

２０

１０

○
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

�
土
器
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
／

９
月　

日�
３０

�
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
展
示

「
発
掘
調
査
報
告
展
」
／
９
月　
２９

日�
・　

月
１
日�

１０

○
安
祥
公
民
館

�
公
民
館
利
用
者
の
作
品
展
示
／

９
月　

日�
・　

月
１
日�

３０

１０

�
読
み
聞
か
せ
の
会
／　

月
１
日�

１０

○
安
祥
城
址
公
園

�
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
歩
け
歩
け
・

史
跡
め
ぐ
り
）／　

月
１
日�

１０

�
安
祥
公
民
館
利
用
者
に
よ
る
芸

能
発
表
会
／
９
月　

日�
３０

�
南
部
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
／

９
月　

日�
３０

�
バ
ザ
ー（
だ
ん
ご
・
わ
た
菓
子

な
ど
）／
９
月　

日�
・　

月
１
日�

３０

１０

�
物
品
販
売（
出
版
物
・
歴
博
グ

ッ
ズ
）／
９
月　

日�
・　

月

３０

１０

１
日�

�
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
／

９
月　

日�
３０

　

９
月　

日�
〜　

月
１
日�

２９

１０

　

安
祥
文
化
の
さ
と
ま
つ
り
開
催

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
財
課

（
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）

／�
〈　

〉４
４
９
０

７７

リサイくるん

広報あんじょう　2006.9.1�

　皆さんは「二百十日」という言葉をご存じですか？
　立春から数えて２１０日目のことで、ちょうどそのころ
が稲の開花期にあたります。また台風襲来の時期にも重
なることから、昔から農民には厄日として恐れられてき
ました。
　今年５月、安城市は富山県砺波市との間に、災害時相
互応援協定を締結しました。大災害に見舞われた時、お
互いに協力して助け合いましょうという協定です。その
砺波市の東隣りに富山市があります。富山市内の八尾で
は、二百十日ころに吹く大風を鎮め五穀豊穣を祈る「お
わら風の盆」という有名な祭りが開催されます。網笠を
かぶった踊り手が胡弓などの音にのせて、八尾の街を踊
ってゆく風情のある行事です。
　昔日の日本人は自然に対する 畏  敬 の念を忘れませんで

い けい

した。ですからこの時期に「おわら風の盆」を始めとす
る風鎮めの祭りが全国的に行われるようになったのです。
　２０世紀、人間は自然を制圧しながら社会を発展させて
きました。しかし、それは人間の思い上がりだったよう

です。近年の災害状況を見ると、人間の造ったものが、
自然の力の前で実に 脆 

ぜい

 弱 であるということが証明されて
じゃく

います。環境を壊してきたツケは、大きな気象の変動と
なって顕在化しはじめました。鹿児島や長野で深いつめ
跡を残した「平成１８年７月豪雨」も間違いなくこの気象
変動の一例と言えるでしょう。
　私たちは二十四もの季節を持つたいへん恵まれた国土
に住んでいます。
　その貴重な自然と共存するために、そろそろ防災の一
環としても環境問題を考える時期にさしかかっているの
ではないでしょうか。

災
害
情
報
を
い
ち
早
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
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●
対
象　
　

歳
未
満
の
若
者
ま
た

３５

は
そ
の
家
族

●
と
き　
　

月　

日�
・　

日�

１０

１３

１４

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

★
専
門
家
に
よ
る
個
人
相
談

�
と
き　
　

日�
・　

日�
正
午

１３

１４

〜
午
後
６
時（
一
人　

分
）

５０

�
内
容　

「
就
職
活
動
を
行
っ
た

経
験
の
な
い
人（
無
業
者
・
学
生

な
ど
）」
か
ら
「
就
業
経
験
の
あ

る
人（
在
職
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な

ど
）」ま
で
、
仕
事
の
探
し
方
、
面

接
の
心
得
、
人
付
き
合
い
の
方
法

な
ど
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談

に
も
対
応
し
ま
す
。

★
職
業
適
性
診
断

�
と
き　
　

日�
・　

日�
午
前

１３

１４

　

時
〜
午
後
５
時

１１
�
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業

適
性
診
断
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
援
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
と
き　
　

日�
午
後
１
時　

分

１３

３０

〜
３
時　

分
３０

�
テ
ー
マ　

職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

�
講
師　

高
橋 
邦  
之 
氏（
キ
ャ
リ

く
に 
ゆ
き

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

�
定
員　
　

人
２０

★
就
業
体
験

�
対
象　

前
記
の
催
し
に
参
加
し

た
人
の
う
ち
、
希
望
者
を
対
象
に

就
業
体
験
を
実
施
し
ま
す
。（
就
業

体
験
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。）

�
内
容　

県
内
の
賛
同
事
業
所
で

の
５
日
間
の
就
業
体
験
の
場（
無

給
）を
提
供
し
ま
す
。

★
職
場
見
学
会

�
と
き　
　

日�
午
後
１
時
〜
５
時

１３

�
内
容　

市
内
の
事
業
所
２
か
所

の
職
場
見
学
と
見
学
先
の
人
事
ま

た
は
労
務
担
当
者
の
講
話
を
聞
き

　

あ
な
た
に
合
っ
た
仕
事
探
し
、
応
援
し
ま
す

　

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン 
Ｉ
Ｎ 
安
城

ま
す
。

�
定
員　
　

人
２０

★
ニ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
と
き　
　

日�
午
後
１
時
〜
４

１４

時　

分
３０

�
テ
ー
マ　

「
ニ
ー
ト　

自
立
へ

の
道
」
親
・
職
場
・
あ
な
た
の
対

応
の
あ
り
方
と
若
者
支
援

�
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

育
て
上

げ
ネ
ッ
ト
中
部
虹
の
会

�
対
象　

ニ
ー
ト
の
親
、
身
近
に

ニ
ー
ト
を
抱
え
る
人

�
内
容　

ニ
ー
ト
へ
の
接
し
方
・

相
談
事
例
か
ら
・
若
者（
ニ
ー
ト
）

の
体
験
談

�
定
員　
　

人
５０

●
申
し
込
み　
　

月
４
日�
ま
で

１０

に
市
内
の
公
民
館
な
ど
に
置
い
て

あ
る
参
加
申
込
書
に
記
入
し
郵
送

�

〒　

－

８
５
０
１
桜
町　

番　

４４６

１８

２３

号
、
ま
た
は�

�

〈　

〉１
１
１
２

７６

で
商
工
課
へ

※
い
ず
れ
も
先
着
順（
電
話
申
し

込
み
可
）

問
い
合
わ
せ
▼
商
工
課


